
平
気
平
気
。

平
気
平
気
。

ち
っ
と
も
寒
く
な
ん
か
な
い
よ
♪

だ
っ
て
、
ぼ
く
た
ち

　
い
ち
ご
っ
こ 

だ
も
ん
―
。

子ども会スノーフェスティバル （１月 20日）



■問い合わせ　

役場総務企画課生活安全係

☎８５-４８０１

　さあ、今月はいよいよオリンピック！ みんなは何の競技を見るんだい？ スキー
ジャンプ？ それともスピードスケートかな？ どの競技も世界トップクラスのパ
フォーマンスが見られるから、楽しみだよね♪ さて！ そんな楽しい冬も避けて通れ
ないのが「除雪」だ！ スキーやスノーボードに欠かせない雪だけど、「たくさん降る
とちょっと…」って思う人も多いよね。 除雪は大変な作業…時には危険をともなう
こともあるんだ。 そこで、今月は除雪と雪害の備えについて、勉強していこう！

　《屋根の雪下ろしをするときの約束》

①複数人数で除雪する
②滑り止めや命綱をつける
③通行人がいないか周囲を確認する
④低い屋根でも注意する
⑤軒下の雪は残す（自分が滑り落ちないように）
⑥暖かい日ほど注意する（雪が溶けてるので危険）

　《除雪機を使うときの約束》

①巻き込まれないよう服装に注意する
②トラブル時にはエンジンを停止する
③通行人がいないか周囲を確認する
④こまめに点検、手入れをする

今シーズンも大雪の被害が北海道内で相次いでいる
よ。屋根を見てもわかるとおり、いっぱい雪が積もっ
ているよね。定期的に雪下ろしが必要になる建物の場
合、屋根に上がらないといけないこともあるかもしれ
ない。そんなときには、↑上の「約束」を心がけよう。

冬は、雪とうまく付き合うことが大切。安全を一
番に意識して、除雪をするよう心がけよう。防災
レンジャーとの約束だ！

除雪作業中の事故例

・屋根からの落雪（暖かい日には要注意）
・屋根やはしごからの転落（命綱や滑りにくい靴をはき、
はしごはしっかり固定）
・水路への転落（路肩などから滑り落ちないように注意）
・除雪作業中の発作（疲労時の無理な作業は、心筋梗塞
などを起こす危険があります）

防災一口メモ

除雪作業中も、携帯電話
を持っていれば、万が一
の緊急時に役立つね。

子どもの広場２月の行事予定
＊子どもの広場＊

■開催日■　
月・水・金曜日：午前９時～正午・午後１時～３時
火・木曜日：午前９時～正午
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。

＊子育て相談＊
■開催日■　子どもの広場開催中（随時）
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。

＊今月の行事＊
■２月 ２日（金）「せつぶんあそび」
　２月 ９日（金）「へき画せいさく」
　２月 23 日（金）「おひなさませいさく」
■問い合わせ■　保健センター　☎８５‐２５５５

♪ ♪
♪

暖かい日ほど注意する（雪が溶けてるので危険）

冬は、雪とうまく付き合うことが大切。安全を一
番に意識して、除雪をするよう心がけよう。防災

・水路への転落（路肩などから滑り落ちないように注意）
・除雪作業中の発作（疲労時の無理な作業は、心筋梗塞
などを起こす危険があります）雪

害
注
意

軒下の雪は残す（自分が滑り落ちないように）

　

比
布
町
長
の
就
任
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
17
日
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
比
布
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
１
月

15
日
か
ら
、
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

比
布
町
出
身
で
は
な
い
私
に
対
し
、
多

く
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
度
の
選
挙
を
通
し
、
地
方

消
滅
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
訴
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
方
創
生
と
相

反
し
、
地
方
消
滅
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
が
で
き
な
い
自
治
体
は
、
い

つ
か
、
消
滅
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
私
は
、
人

口
減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
て
訴
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
単
に
移
住
政
策
だ
け
を
進
め

る
の
で
は
な
く
、
今
、
町
内
に
暮
ら
す
皆

様
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
移

住
を
希
望
さ
れ
る
方
々
が
「
住
ん
で
み
た

い
」
と
思
え
る
比
布
町
を
目
指
す
も
の
で

す
。　
　

　

従
い
ま
し
て
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
振

興
な
ど
、
役
場
が
行
う
す
べ
て
の
事
業
は

人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

全
役
場
職
員
を
も
っ
て
、
人
口
減
少
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
の
皆

様
が
主
役
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
役
場
は
、
町
民
の
皆
様
の
役
に
立
つ

場
所
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
30
年
度
は
、
第
11
次
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る

と
と
も
に
、
町
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
り

ま
す
町
議
会
と
も
意
思
の
疎
通
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
オ
ー
ル
比
布
の
体
制
で
、
未
来
に
向
け

た
改
革
と
進
化
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

12
年
間
に
わ
た
り
、
全
力
で
本
町
の
発

展
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
伊
藤
町
政
に
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
歴
代
の
町

長
と
と
も
に
皆
様
方
が
大
切
に
引
き
継
が

れ
、
開
拓
以
来
１
２
４
年
の
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
た
比
布
町
を
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
も
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
る
よ

う
、
誠
心
誠
意
取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
温
か
い
お
力
添
え
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
町
長
就
任

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
植
村
勇
副
町
長
が
再
任

　

１
月
17
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
植
村
勇
副
町
長
が
議
会
か
ら

全
会
一
致
の
同
意
を
受
け
、
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

植
村
副
町
長
は
「
村
中
町
政
の
た
め
微

力
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
平

成
30
年
度
中
に
策
定
予
定
の
第
12
次
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
、
議
会
や
町
民
の

皆
様
か
ら
知
恵
を
お
借
り
し
、
人
口
増
加

を
考
え
つ
つ
、
新
し
い
発
想
の
も
と
で
各

種
事
業
の
拡
大
を
推
進
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

《 

新
比
布
町
長
が
就
任 

》
町
政
を
担
う
に
あ
た
っ
て

比
布
町
長　

村 

中　

一 

徳

平
成
30
年
１
月
15
日
よ
り
、
村
中
一
徳
新
町
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

知っトコ☆「除雪と雪害」
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発
酵
食
品
は
、
そ
れ
自
体
が
善

玉
菌
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
食
物

繊
維
は
善
玉
菌
が
喜
ぶ
エ
サ
と
な

り
、
菌
を
増
や
し
て
く
れ
ま
す
。　
　

野
菜
は
食
物
繊
維
だ
け
で
な
く
、

腸
の
粘
膜
を
修
復
す
る
ビ
タ
ミ
ン

類
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜
（
に
ん

じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
）
は
意
識
し
て
食
べ
る

き
た
よ
ん
通
信

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
②

　

成
年
後
見
制
度
は
、
法
定
後
見

制
度
と
任
意
後
見
制
度
の
２
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

◆
法
定
後
見
制
度 

　

現
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
家
庭
裁

判
所
に
後
見
等
開
始
の
審
判
申
し

立
て
を
し
、
裁
判
所
が
適
任
者
を

選
任
し
ま
す
。
申
し
立
て
の
際
に

は
、
本
人
の
判
断
能
力
の
状
況
に

つ
い
て
の
医
師
作
成
の
診
断
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
人
を
保
護
す
る
方
法

■
代
理
権
～
本
人
に
代
わ
っ
て
財

産
管
理
に
関
す
る
手
続
き
や
契
約

を
行
う
こ
と
で
す
。

■
同
意
権
・
取
消
権
～
本
人
が

行
っ
た
契
約
な
ど
が
問
題
な
い
か

を
検
討
し
て
同
意
し
た
り
、
不
必

要
な
場
合
に
取
り
消
し
た
り
す
る

こ
と
で
す
。

◆
任
意
後
見
制
度 

　

本
人
が
契
約
に
必
要
な
判
断
能

力
を
有
し
て
い
る
う
ち
に
契
約
を

結
ぶ
制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
よ

る
任
意
後
見
契
約
書
を
作
成
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
判
断
能
力
が

低
下
し
た
と
き
に
家
庭
裁
判
所
に

申
し
立
て
、
任
意
後
見
監
督
人
が

選
任
さ
れ
た
あ
と
に
、
支
援
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

●
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
た
よ
ん
」（
当
麻
町
役

場
内
）     

☎
８
４
‐
７
１
１
１

●
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

☎
８
４
‐
７
２
２
２

(

24
時
間
対
応
）

第３８話

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
免
疫
力
を

上
げ
る
」
で
す
。

◆
体
を
守
る
免
疫
細
胞

　

人
間
の
体
に
は
、
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
、が
ん
細
胞
を
常
に
監
視
し
、

撃
退
し
て
く
れ
る
免
疫
細
胞
が
あ

り
ま
す
。

　

免
疫
細
胞
の
６
～
７
割
が
大
腸

に
存
在
し
ま
す
。
こ
の
免
疫
細
胞

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
免
疫
力

を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
免
疫
力
を
上
げ
る
た
め
に

食
事
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
腸
内
環
境
を
整
え
る

　

免
疫
細
胞
が
多
く
存
在
す
る
大

腸
の
腸
内
環
境
を
整
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
免
疫
細
胞
を
活
性
化
さ

せ
る
細
菌
「
善
玉
菌
」
を
増
や
す

こ
と
で
す
。
善
玉
菌
を
増
や
す
た

め
に
は
エ
サ
と
な
る
食
品
を
と
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
別
表
に

あ
る
よ
う
な
食
品
が
善
玉
菌
を
増

や
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

免
疫
力
を
上
げ
て
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
か
ら
体
を
守
ろ
う
！

冬
は
風
邪
が
流
行
し
や
す
い
季
節

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
生
活
習
慣
を
整
え
ま
し
ょ
う

　

善
玉
菌
は
体
温
が
低
下
す
る
と

活
性
化
で
き
な
い
の
で
、
生
活
習

慣
を
整
え
て
体
調
管
理
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
朝
食
は
一

日
の
ス
タ
ー
ト
で
、
体
温
を
上
げ

る
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
で

す
。
夜
更
か
し
を
せ
ず
、
適
度
に

休
息
を
と
る
な
ど
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
風
邪
が

流
行
し
や
す
い
今
の
季
節
、
免
疫

力
を
高
め
て
体
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

いじめっ子の穂花がクラスで仲間はずれに。かわいくて人気
者で自信があり、なんでも自分の思い通りにしてきた穂花。
しかし、見た目のかわいさだけでは、人の心を動かせなくなっ
ていることに気づいていく。そんなとき声をかけてくれたの
は、自分がいじめてきた久保田千湖だった。

宮沢賢治は祖父の代から続く裕福な質屋に生まれた。家を
継ぐべき長男だったが、賢治は学問の道を進み、理想を求
め、創作に情熱を注いだ。勤勉、優秀な商人であり、地元
の熱心な篤志家でもあった父・政次郎は、この息子にどう
接するべきか苦悩した―。

結婚を３日後に控えた 24 歳の秋、故郷を飛び出した桃子さ
ん。身ひとつで上野駅に降り立ってから 50 年―。住み込み
のアルバイト、結婚、二児の誕生と成長、そして夫の死。「こ
の先一人でどやって暮らす。こまったぁどうすんべぇ」。新
たな「老いの境地」を描いた感動作。

 　　　「銀河鉄道の父」
　　　　　　　　　　　　                              門井 慶喜 / 著

１

２
　　　「おらおらでひとりいぐも」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若竹 千佐子 / 著

３

宮沢賢治の生涯を父・政次郎の視点から
描く、気鋭作家の直木賞受賞作。

売り上げ６万５千部の芥川賞受賞小説！
世に出てわずか３か月の作家が描いた
衝撃のデビュー作。

友達なんかいない―。
ひとりぼっちの「今」を生きる主人公
たちを描いたアンソロジー。

　　　「ひとりぼっちの教室」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   小林 深雪 ほか / 著

ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [２月号 ]
□開館時間　午前 10 時～午後６時　　□休館日　毎週月曜日(祝日の場合は次の日)５日、13日、19日、26日
□館内整理日　28 日（水）

おす★ ★すめ★ 新着★ ★図書★

 「海難 1890」

1890 年のエルトゥールル号海難事故でトルコ人の救援
活動を行った日本人と、1985年のイラン・イラク戦争で、
日本人の救出を試みたトルコ人の時代と国境を越えた
真の友情を描く感動作。

■主演： 内野 聖陽、ケナン・エジェ、忽那 汐里、
アリジャン・ユジェソイほか
2015（平成 27 年）公開。132 分。

23　　 ぶっくん☆シアター（映画上映会）
午前10：00～

（金）

参加は無料で、
申し込みは不要！

（表）腸内の善玉菌を増やす食品

区　分 食　品

発酵食品
納豆、味噌、酢、チーズ、ヨーグルト、
糠漬け、たくあん、キムチなど

食物繊維を多く
含む食品

野菜類、豆類、果物類、海藻、きのこ

野菜類は１日
300g食べよう！

動画「ぴっぷなんだもん！」
ＤＶＤブースができました♪

「マサエさんち」が
ＤＶＤになったよ！

★

★

★ ★ ★

★

みんなで動画を
見て、比布町の
魅力を再発見♪

旬な本に、 話題の本を集めた
　　　　「テーマ展」 もやってますよ！

【後見・保佐・補助の３類型】

類型 判断能力の程度 本人の状態

後見
判断能力がほとん
どありません

日常的な買物なども１人で行うの
は困難な方

保佐
判断能力がかなり
衰えています

日常的な買物はできるが、大きな
財産に関わる契約などが困難な方

補助
判断能力が十分で
はありません

大きな財産に関わる契約を行うと
きに誰かの援助が必要な状況の方
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脳ドック検診費用を助成しています
　　対象者には、脳ドック検診（ＭＲＩ検査及びＭＲＡ検査）の費用の一部を助成します。脳血管の変化や疾患
　を発見し、適切な治療を受け、また、生活習慣の見直しを図る機会として、ぜひ費用助成をご利用ください。

■問い合わせ　　保健センター　☎85 - 2555

■助成金額
１万円を上限とし、検診費用の半額を助成
※生活保護受給者は対象検査（ＭＲＩ検査及びＭＲＡ
検査）については全額を助成
■助成対象となる期間
平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 31 日に受診し
た検診分
■検診期間
医師による結果説明と検診結果書が発行される医療機
関であれば、指定はありません。
■受診及び検診助成費用の手続き
①受診希望の医療機関に各自で予約後、保健センター
へ検診費用助成の申し込みをしてください。
②脳ドック検診受診後に、下記の書類をそろえて、保
健センターで申請手続きを行ってください。

【申請に必要な書類など】
◆脳ドック検診結果書　◆脳ドック検診領収書（診療
明細書がある場合は、領収書と一緒に提示をお願いし
ます。）◆朱肉用印鑑　◆振込先口座がわかるもの（通
帳など）

対象年齢の方の生年月日
30 歳 昭和 62 年４月１日～昭和 63 年３月 31 日
35 歳 昭和 57 年４月１日～昭和 58 年３月 31 日
40 歳 昭和 52 年４月１日～昭和 53 年３月 31 日
45 歳 昭和 47 年４月１日～昭和 48 年３月 31 日
50 歳 昭和 42 年４月１日～昭和 43 年３月 31 日
55 歳 昭和 37 年４月１日～昭和 38 年３月 31 日
60 歳 昭和 32 年４月１日～昭和 33 年３月 31 日
65 歳 昭和 27 年４月１日～昭和 28 年３月 31 日
70 歳 昭和 22 年４月１日～昭和 23 年３月 31 日
75 歳 昭和 17 年４月１日～昭和 18 年３月 31 日

■次の①、②に全て該当する町民の方が対象です
①平成2９年度中に30･35･40･45･50･55･60･
65･70･75歳になる方

②脳血管疾患の治療（経過観察を含む）をしていない方

■対象検査
「ＭＲＩ検査」及び「ＭＲＡ検査」を同時に実施する
脳ドック検診
※医療による検査（医療保険の負担があるもの）は対
象外です。
※妊娠中の方、体内に金属が入っている方は検査でき
ない場合があります。

　

逆
流
性
食
道
炎

　

逆
流
性
食
道
炎
の
症
状
は
、
胸

や
け
や
ゲ
ッ
プ
、
の
ど
の
不
快
感

や
胸
の
痛
み
な
ど
、
普
段
見
逃
し

が
ち
な
小
さ
な
不
快
症
状
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

ど
れ
も
日
常
生
活
が
困
難
に
な

る
ほ
ど
の
症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
放
置
す
れ
ば
悪
化
し
て
食
道

が
ん
の
危
険
性
が
高
ま
る
の
が
逆

流
性
食
道
炎
で
す
。
こ
れ
ら
の
症

状
が
頻
発
し
て
長
期
間
あ
る
場
合

は
、
一
度
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

【
胸
の
症
状
】

　

食
事
を
す
る
度
に
胸
や
け
が
す

る
、
熱
い
も
の
を
飲
ん
だ
時
に
シ

ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
思
わ
ず
胸
を
こ
す

り
た
く
な
る
ほ
ど
の
焼
け
る
よ
う

な
違
和
感
が
あ
る
場
合
は
、
要
注

意
で
す
。

【
の
ど
の
症
状
】

　

風
邪
を
ひ
い
て
い
な
い
の
に
、

声
が
か
す
れ
て
咳
が
出
る
、
の
ど

に
詰
ま
っ
た
よ
う
な
違
和
感
が
あ

る
、
ひ
り
ひ
り
痛
み
を
感
じ
る
場

合
も
逆
流
性
食
道
炎
の
可
能
性
が

高
い
で
す
。

　

ま
た
、
食
べ
物
が
飲
み
込
み
に

く
く
な
っ
た
と
感
じ
る
場
合
も
注

意
が
必
要
で
す
。
逆
流
性
食
道
炎

は
、
食
道
に
胃
酸
が
逆
流
し
て
く

る
の
で
、
の
ど
元
ま
で
胃
酸
が
上

が
っ
て
き
て
苦
い
味
を
感
じ
る
場

合
や
、
頻
繁
に
ゲ
ッ
プ
が
上
が
っ

て
く
る
場
合
も
要
注
意
で
す
。

【
腹
部
の
症
状
】

　

食
事
の
途
中
で
も
お
腹
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
、
以
前
と
同
じ
量

が
食
べ
ら
れ
な
い
、
胃
に
張
っ
た

よ
う
な
違
和
感
が
あ
り
重
た
い
場

合
も
逆
流
性
食
道
炎
が
疑
わ
れ
ま

す
。
食
後
す
ぐ
お
辞
儀
を
す
る
よ

う
な
ポ
ー
ズ
を
す
る
と
、
胃
酸
が

逆
流
し
て
不
快
感
が
あ
る
場
合
、

突
然
吐
き
気
を
も
よ
お
し
、
嘔お
う
と吐

す
る
場
合
も
逆
流
性
食
道
炎
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
健
康
な
人
で

も
満
腹
ま
で
食
事
を
す
れ
ば
、
ゲ

ッ
プ
や
胸
焼
け
を
一
時
的
に
感
じ

る
人
は
意
外
と
多
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
何
か
を
飲
み
込
む
度

に
こ
れ
ら
の
不
快
症
状
が
あ
っ
た

り
、
そ
れ
ほ
ど
食
事
を
食
べ
て
い

な
い
の
に
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
頻

繁
に
起
こ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、

逆
流
性
食
道
炎
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

　
加
藤
一
哉

 

認
知
症
は
身
近
な
病
気

  

日
本
の
認
知
症
患
者
数
は

２
０
１
２
年
で
約
４
６
２
万
人
、

65
歳
以
上
の
７
人
に
１
人
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
超
高
齢
社
会

の
進
展
に
と
も
な
い
、
２
０
２
５

年
に
は
約
７
０
０
万
人
、
65
歳
以

上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
認
知
症
は
身
近
な
病
気
で

す
。
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
、
認
知
症
予
防
が

大
切
で
す
。

 

自
立
生
活
が
困
難
に

　

認
知
症
は
脳
の
神
経
障
害
に
よ

り
、
記
憶
力
、
判
断
力
、
理
解
力

な
ど
の
「
認
知
機
能
」
が
徐
々
に

低
下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
病
気
で
す
。
老
化
に
よ
る
も

の
忘
れ
と
は
違
い
、
理
解
力
や
判

断
力
も
低
下
し
て
い
き
、
日
常
生

岩瀬　美樹さん

訪問介護事業所あそか苑・訪問ヘルパー

比布に住んで 28 年。いつも町内のみなさんに助

けられています。利用者や家族の方が喜んでくれ

る時が一番うれしいです。あそ

か苑にも訪問ヘルパーがいます

ので、どうぞご利用ください♪

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

予
防
し
ま
し
ょ
う

この笑顔が目印です♪

活
、
社
会
生
活
で
で
き
な
い
こ
と

が
増
え
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

《規則正しい食事と生活》
①食生活…肉、魚、野菜などをバランスよ
くとり、１日３食、規則正しい食生活を送
ることは健康生活の基本です。

②睡眠…起床後に太陽の光を浴びたり、運
動習慣を持つことは睡眠の質を高めます。

③趣味・コミュニケーション…趣味もなく
人と会う機会が少ないと、認知症や要介護
のリスクが高まるとされています。

《老化と認知症の「もの忘れ」の違い》

  

運
動
が
効
果
的

①
運
動
に
は
、
神
経
細
胞
の
変
化

に
よ
る
脳
の
萎
縮
を
抑
制
す
る
は

た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

→
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
な
ど
の
進
行
を
抑

え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

②
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
、
悪

い
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

で
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
（
脳
血
管

型
認
知
症
な
ど
）
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

～認知症講演会を開催します～

　「認知症になっても幸せに暮らそう」
■講師　北海道認知症グループホーム協会　   
        顧問　武田　純子 氏
■日時　２月 14 日（水）午後２時から
■場所　農村環境改善センター
        多目的ホール
※申込みは不要・入場無料

認知症によるもの忘れ

自覚がない

体験全体を忘れる

進行していく

 支障が出て自立生活が
 できなくなる

老化によるもの忘れ

もの忘れの自覚がある

体験の一部を忘れる

ゆるやかな進行

 支障なく日常生活を送 
 れる

自　　覚

程　　度

進　　行

日常生活
への影響

認知症によるもの忘れ

生
活
習
慣
の
改
善
は

も
と
よ
り
、
運
動
の

継
続
が
効
果
的
で
す
。

も
の
忘
れ
に
も

違
い
が
あ
る
ん

だ
ね
…
。

み
ん
な
で
認
知
症

を
予
防
し
よ
う
！

な
る
ほ
ど

ふまねっとがおすすめだね♪

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
２
１
１
２
（
直
通
）
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情報満載
８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－２１１２
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４０１１
８５－２３８３
８５－４７００

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

　食べることが好きです。好きな遊

びは、ドアと引き出しの開閉です。

　いたずらっ子の優人ですが、みな

さんよろしくお願いします

夏
なつい

井　優
ゆうと

人ちゃん

敏志さん・知佳子さんの長男

（１歳１か月・寿町）

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
  まちづくり推進室
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
地域包括支援センター
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
農業対策室
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

参
加
者
募
集
中
！

旭
川
比
布
同
郷
会
の

総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

旭
川
比
布
同
郷
会
（
合
田
春
夫

会
長
）
で
は
、
平
成
30
年
度
総
会

並
び
に
懇
親
会
の
出
席
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

旭
川
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身

者
と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
知

人
、
友
人
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
ま
で
は
町
の
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時
■
３
月
18
日
（
日
）
午
後

２
時
～
４
時
30
分

■
場
所
■
旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル

（
旭
川
市
７
条
通
７
丁
目
32-

12
）

■
会
費
■
５
千
円

■
申
込
期
限
■
２
月
19
日
（
月
）　

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
広
報
係

ご
相
談
く
だ
さ
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す　

　

雇
用
保
険
や
労
働
契
約
、
賃
金

や
パ
ー
ト
業
務
を
し
て
い
る
方
の

悩
み
な
ど
、
仕
事
や
労
働
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
労
務
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
個
人

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
■
２
月
19
日
（
月
）
午
後

２
時
～
７
時
（
予
約
不
要
）

■
場
所
■
福
祉
会
館
第
１
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
産
業
振
興
課
商
工
労
働
係

弁
護
士
に
相
談
し
ま
せ
ん
か

旭
川
弁
護
士
会

巡
回
無
料
法
律
相
談

　
日
ご
ろ
の
悩
み
を
弁
護
士
に
相

談
し
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
し
た
ら

あ
な
た
の
悩
み
は
、
法
律
で
解
決

で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

旭
川
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護
士

が
身
近
に
い
な
い
地
域
の
み
な
さ

ん
に
も
、
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

機
会
を
つ
く
る
た
め
「
巡
回
無
料

法
律
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
す
る
だ
け
で
解
決
で
き
る

悩
み
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無

料
で
す
が
、
相
談
を
希
望
す
る
方

は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時
■
２
月
19
日
（
月
）
午
後

１
時
～
４
時

■
場
所
■
福
祉
会
館
第
４
研
修
室

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
！

ぴ
っ
ぷ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に

応
募
し
ま
し
ょ
う
！

　

ぴ
っ
ぷ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
応

情報＊満載

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎２７-１６１１■

★☆ 詳しくは、下記窓口にお問い合わせください ☆★

早割・６か月分・１年分・２年分を前納するとお得！
前納の申し込み期限は２月末までです。

（10 月～翌年３月までの６か月前納の申し込みは８月末までです）

　上記は平成 29 年度の保険料額を基にしためやす額です。平成 30 年
度の保険料額は、２月下旬ごろに告示されます。前納分はすべて、社
会保険料控除の対象となります。

国民年金保険料の納付は
前納制度がお得です

２年分の保険料をまとめて前納すると、

15,000 円程度のお得！

口座振替２年前納の割引額は、15,640 円です。

（現金支払総額 393,960 円→前納支払総額 378,320 円）

現金及びクレジットカード納付２年前納の割引額は、14,400 円
です。（現金支払総額 393,960 円→前納支払総額 379,560 円）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
■

　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
請
を
お
忘
れ
な
く

冬
の
生
活
支
援
事
業

　

町
で
は
、
冬
の
生
活
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
書
は
先
月
号
の
広

報
紙
に
折
り
込
ん
で
い
る
ほ
か
、

役
場
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に
用
意

し
て
い
ま
す
。該
当
す
る
世
帯
は
、

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯
■
平
成
29
年
12
月
１

日
現
在
で
比
布
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
町
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
次
の
要
件
に
該

当
し
て
い
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
）
の
い
る
世
帯

③
18
歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
ひ
と
り
親
世
帯

④
準
要
保
護
受
給
世
帯
（
教
育
委

員
会
で
認
定
さ
れ
て
い
る
世
帯
）

⑤
生
活
保
護
受
給
世
帯

■
助
成
額
■
１
世
帯
に
つ
き
１
万

円■
必
要
書
類
■

募
は
、
７
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

３
つ
の
健
康
目
標
（
①
健
康
診

査
を
受
け
る　

②
が
ん
検
診
を
受

け
る　

③
健
康
に
関
す
る
事
業
に

参
加
す
る
ま
た
は
、
個
人
の
健
康

目
標
を
１
か
月
以
上
継
続
す
る
）

を
す
べ
て
達
成
さ
れ
た
み
な
さ
ん

に
町
内
共
通
商
品
券
を
贈
呈
し
ま

す
。

■
応
募
方
法
■
カ
ー
ド
に
健
康
目

標
①
～
③
に
達
し
た
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
貼

り
、
③
が
個
人
の
健
康
目
標
の
場

合
は
、
達
成
状
況
を
忘
れ
ず
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
・
ポ
イ

ン
ト
シ
ー
ル
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

発
行
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
締
切
■
３
月
１
日
（
木
）

①
記
名
、
押
印
し
た
申
請
書
（
申

請
書
が
な
い
場
合
は
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

②
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
は
、
該

当
す
る
手
帳
の
写
し

③
通
帳
の
写
し

■
申
請
期
限
■
２
月
28
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

◆
誕
生
お
め
で
と
う
◆

（
あ
か
ち
ゃ
ん
・
行
政
区
・
保
護
者
）

　

井
口　

創そ
う

真ま

く
ん　
　  　
（
新
町
）

　
　
　
　
　

貴
道
さ
ん

・
優
芽
さ
ん

戸

籍

の

ま

ど

 （
１
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，７９４
１，７８０
２，０１４
１，８２８

人

人

人

世帯

（－ 11）
（－９）
（－２）
（－５）

まちの人口（12月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

川
上　
　

昭
さ
ん　

 

70
歳
（
14
区
）

　

長
谷
川
ミ
ツ
ヱ
さ
ん　

95
歳
（
22
区
）

　

大
谷　

信
一
さ
ん　
　
　

93
歳
（
中
町
）

　

平
山　

ミ
チ
さ
ん　
　
　

94
歳
（
緑
町
）
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情報＊満載

利
用
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
３
月
利
用
分

　

３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

に
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室
の

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目
と

数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
締
切
■
２
月
13
日
（
火
）

■
抽
選
会
■
２
月
19
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

参
加
者
募
集
中

モ
ッ
チ
モ
チ
の
餅
を

作
っ
て
み
よ
う
！　

　

町
田
園
交
流
推
進
会
議
で
は
、

「
も
ち
つ
き
体
験
」
と
「
試
食
会
」

を
通
じ
て
、
町
民
交
流
を
行
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
り
込

み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時
■
２
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

■
場
所
■
福
祉
会
館
第
３
研
修
室

■
参
加
料
■
大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
３
０
０
円

■
申
込
期
限
■
２
月
21
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
産
業
振
興
課
農
政
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り

【
農
業
委
員
会
総
会
の
審
議
事
項
】

　

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
総
会
（
11
月
27
日
開
催
）

◎
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請２

件　

３
９
、９
１
５
㎡

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

３
件　

５
５
、７
０
９
㎡

第
６
回
総
会
（
12
月
18
日
開
催
）

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

13
件　

３
２
２
、８
５
０
・
43
㎡

ご
参
加
く
だ
さ
い

上
川
農
業
試
験
場
新
技
術
発
表
会
　

　

上
川
農
業
試
験
場
の
研
究
員

が
、
最
新
の
研
究
成
果
や
新
品
種

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動
事
例

に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

■
日
時
■
２
月
27
日
（
火
）
午
後

１
時
～
４
時

■
場
所
■
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

■
入
場
■
無
料

■
問
い
合
わ
せ
■

　

上
川
農
業
試
験
場

☎
８
５
‐
２
２
０
０

ご
利
用
く
だ
さ
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
が
で
き
ま
す

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
申
告
や

納
税
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
、
確
定
申
告
も
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た

申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
も
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
税
務
署
へ
送

信
で
き
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
な
ど

は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て

送
信
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
類
の

提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
書
類
は
法
定

申
告
期
限
か
ら
５
年
間
保
存
）

　

な
お
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申

告
を
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
に
つ
い

て
は
、
役
場
税
務
住
民
課
戸
籍
年

金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
事
前
準
備
や
送

信
方
法
な
ど
に
つ
い
て
）

☎
０
５
７
０
‐
０
１
‐
５
９
０
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

　
北
海
道
で
は
、
小
児
患
者
の
時

間
外
受
診
の
緩
和
や
保
護
者
の
育

児
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
夜

間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
け
が
な
ど
に
際
し
、
保
護
者
な

ど
が
電
話
に
よ
り
小
児
医
師
や
看

護
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た
適
切
な

助
言
を
受
け
ら
れ
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
受
付
時
間
■
毎
日
午
後
７

時
～
翌
朝
８
時
ま
で

■
相
談
電
話
番
号
■
道
内
ど
こ
か

ら
で
も
「
＃
８
０
０
０
」
で
ご
利

用
で
き
ま
す
。
※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ひ

か
り
電
話
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

「
＃
８
０
０
０
」
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
☎
０
１
１
‐
２
３
２

‐
１
５
９
９
に
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

■
注
意
事
項
■
医
師
が
直
接
診
断

し
て
治
療
を
行
う
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
電
話
に
よ
る
家
庭

で
の
一
般
的
処
置
な
ど
に
関
す
る

助
言
を
行
う
も
の
で
す
。
育
児
相

談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

上
川
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

保
健
行
政
室
企
画
総
務
課

☎
４
６
‐
５
９
８
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
事
故
の
救
護
制
度

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆
さ
ん

に
次
の
よ
う
な
救
護
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
し
付

け
（
無
利
子
）

■
対
象
■
自
動
車（
バ
イ
ク
含
む
）

事
故
に
よ
り
保
護
者
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を

残
す
こ
と
に
な
っ
た
ご
家
庭
の
お

子
様
で
、
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま

で
。

■
貸
付
金
額
■
一
人
に
つ
き
最
初

の
一
時
金
15
万
５
千
円
、
以
後
月

額
２
万
円
ま
た
は
１
万
円
（
選
択

制
）、
小
・
中
学
校
入
学
時
に
入

学
支
度
金
４
万
４
千
円

■
返
還
方
法
■
貸
付
終
了
後
、
原

則
と
し
て
20
年
以
内
の
月
々
均
等

払
い
に
よ
り
返
還

■
そ
の
他
■
高
校
、
大
学
な
ど
に

在
学
中
は
返
還
猶
予
が
可
能
で

す
。

▼
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

■
対
象
■
自
動
車︵
バ
イ
ク
含
む
︶

事
故
に
よ
り
︑
脳
︑
脊
髄
︑
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
︑

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
︵
自
損
・
他
損
は
問
い
ま

せ
ん
︶

■
支
給
額
■
月
額
２
９
、
２
９
０

円
～
１
３
６
、
８
８
０
円
の
範
囲

で
、
障
害
の
程
度
や
介
護
費
用
の

支
出
に
応
じ
て
支
給
※
「
短
期
入

院
」
費
用
も
別
途
支
給

■
注
意
■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
︑

労
災
の
介
護
給
付
な
ど
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
︒

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
旭
川
支
所

☎
４
０
‐
０
１
１
１

ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

まだ行ける　渡れそうでも　待つゆとり
（ 交通安全スローガン 平成 29 年度　内閣府特命担当大臣賞）

２月の行事予定

 ９㈮ 小学校新１年生体験入学
  9：00　 同校

 10㈯ ぴっぷスキー場ジンギス感謝デー
  12：00 ぴっぷスキー場

 16㈮ 中学校新１年生体験入学
  13：30　同校

 17㈯ 全町混合ダブルス卓球大会
  18：00　体育館

 18㈰ 部長杯ミニバレー大会
  9：00　 体育館

  ぴっぷスキー場ＧＳ競技大会
  10：00　ぴっぷスキー場

 20㈫ 産業建設常任委員会
  9：00　 役場（議員控室）

 23㈮ 第８回農業委員会総会
  13：30　役場（議場） 

 24㈯ 田園交流推進会議「もちつき体験」
  10：00　福祉会館（第３研修室）

 26㈪ 総務常任委員会　～ 27日
  9：00　 役場（議員控室）

 28㈬ 議会運営委員会
  9：30　 役場（議員控室）

3/5㈪ 第１回議会定例会　～９日
  9：00　 役場（議場）

 
※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

３月号は３月７日発行予定です

２月７日は北方領土の日です

　北方領土返還要求運動を盛り上げるため、1981（昭和 56 年）

年１月の閣議了解により、毎年２月７日を北方領土の日とし

ました。

　２月７日は、1855（安政元）年、

日露間の国境を択捉島とウルップ島

の間に定めた「日露通好条約」が結

ばれた日です。みなさんもこの機会

に北方領土に目を向けてみませんか。

国後島

歯舞群島

色丹島

択捉島

得撫島日露通好条約に
基づく国境界
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まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆　
　

◆　
　

◆

▼
応
援
大
使
の
中
島
選
手
と
上

原
選
手
の
等
身
大
パ
ネ
ル
な
ど

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ピ
カ

フ
ェ
比
布
駅
内
に
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
か
ら
寄
贈

▼
町
教
委
主
催
の
ぶ
っ
く
ん
寺

子
屋
が
開
講
し
、
小
学
生
54
人

が
参
加
。
元
教
職
員
や
大
学
生

か
ら
丁
寧
に
教
わ
り
冬
休
み
の

宿
題
を
解
い
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
お
勉
強

宿
題
も
解
け
ち
ゃ
う
ね

◆　
　

◆　
　

◆

▼
町
教
委
主
催
の
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
が
３
日
間
開

講
。
82
人
が
参
加
し
、
公
認
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
ク
ラ

ス
別
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

1.4
大
人
も
子
ど
も
も

レ
ッ
ツ
・
レ
ッ
ス
ン
！

▼
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
の
感
謝

デ
ー
に
大
勢
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
ら

が
集
ま
り
ス
ノ
ー
ベ
リ
ー
ち
ゃ

ん
と
の
写
真
撮
影
会
や
抽
選

会
、餅
ま
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

1.1
今
年
も
豪
華
な
賞
品
が

感
謝
デ
ー
に
集
ま
れ
！

◆　
　

◆　
　

◆

▼
町
教
委
主
催
で
理
科
実
験
教

室
を
開
講
し
、約
60
人
が
参
加
。

ぺ
ち
ゃ
ん
こ
に
な
る
ア
ル
ミ
缶

や
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
で
科
学

の
不
思
議
を
体
感
し
ま
し
た
。

1.12
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

松
延
先
生
の
理
科
実
験

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
話
題
を
紹

介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
情
報

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　

町
内
関
係
者
の
み

◆
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
12
月
17
日
・
町
体
育
館
）

【
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
】
▽
前
半
戦
①
有

岡
修
治
②
菊
池
佳
澄
▽
後
半
戦
①

有
岡
修
治
・
有
岡
晴
美
③
菊
池
佳

澄【
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
】
▽
前
半
戦
①
中

皐
乃
②
有
岡
晴
美
・
有
岡
紗
希
③

巻
克
哉
・
工
藤
竜
樹
▽
後
半
戦
①

工
藤
竜
樹
②
内
沢
義
治
・
巻
克
哉

③
太
田
と
み
・
有
岡
紗
希

【
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
】
▽
前
半
戦
①
奥

野
聖
奈
②
太
田
と
み
③
内
沢
義

治
・
内
沢
栄
代
子

▼
気
合
の
入
っ
た
か
け
声
が
青

少
年
会
館
に
響
い
た
比
布
剣
道

連
盟
と
少
年
団
の
稽
古
。
そ
の

後
は
、
毎
年
恒
例
の
餅
つ
き
と

鏡
開
き
で
楽
し
く
終
え
ま
し
た
。

1.13
稽
古
の
後
は
お
楽
し
み
餅

つ
き
＆
鏡
開
き

◆
第
53
回
北
海
道
高
等
学
校
イ
ン

ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

旭
川
地
区
予
選
（
12
月
26
日
・
旭
川
市
）

①
藤
田
晃
（
旭
大
高
）
③
渡
邊
真

衣
（
旭
東
高
）

※
２
人
は
、
３
月
10
日
～
11
日
に

釧
路
市
で
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
５
回
北
海
道
中
学
生
シ
ン
グ

ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
12
月
27
日
・
砂
川
市
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
①
山
田
萌

華◆
第
44
回
北
海
道
中
学
生
イ
ン
ド

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
1
月
５
日
・
札
幌
市
）

【
女
子
】
③
山
田
萌
華
・
田
中
仁

湖
ペ
ア

※
山
田
・
田
中
ペ
ア
は
、
３
月
27

日
～
28
日
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
28
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
北
海
道

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
研
修
大
会

（
1
月
８
日
・
岩
見
沢
市
）

【
女
子
】
②
山
田
萌
華
・
田
中
仁

湖
ペ
ア

◆
２
０
１
８
年
北
・
北
海
道
ス

キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

（
1
月
８
日
・
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
）

【
小
学
男
子
】
②
合
田
健
人

◆
１
月
大
雪
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

Ｐ
Ｇ
大
会

（
1
月
11
日
・
大
雪
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

【
男
性
】
①
田
中
修
②
橘
昭
③
歳

桃
芳
美

【
女
性
】
①
尾
崎
誠
子
②
前
田
弘

子
③
水
内
順
子

◆
第
49
回
北
海
道
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
ク
ー
ル
旭
川
地
区
予
選
中
学

校
の
部
（
1
月
13
日
・
旭
川
市
）

【
木
管
５
重
奏
】
②
（
牧
由
貴
花
、

青
山
友
菜
、
近
藤
さ
く
ら
、
児
島

愛
実
、
深
山
理
貢
）

【
管
打
５
重
奏
】
②
（
松
浦
梨
瑚
、

岡
田
涼
華
、
瀧
本
好
花
、
野
地
奏

絵
、
齋
藤
奏
一
朗
）

◆
第
54
回
北
海
道
管
楽
器
個
人
コ

ン
ク
ー
ル
旭
川
地
区
予
選 
中
学

校
の
部
（
1
月
14
日
・
旭
川
市
）

【
テ
ナ
ー
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
】

①
児
島
愛
実 

【
バ
リ
ト
ン
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
】

②
深
山
理
貢

 

　12 月 21日に旭川中央警察署比布駐在所の開所
式が行われ、伊藤町長や旭川方面公安委員会の大
広委員長ら 17人が出席しました。
　旧比布駐在所は、築 25年の老朽化に伴い、法定
耐用年数を超えていたため、この度、同じ場所での
建て替えが行われました。所長の藤本警部補は、「今
まで以上に地域の皆さんの期待に応えるべく、安心・

安全のために尽力して
いきたい」と決意を述
べ、地域一体となった
見守りネットワークづ
くりを目指すことを誓
いました。

新たに駐在所が建て替え

旭川中央警察署比布駐在所

　藤本敏さんは昭和 45 年５月から比布町消防団
に入団されて以来、43 年の長きにわたり忠実に
消防精神を貫き、平成 18 年４月に分団長へ昇格
を経て、平成 22 年６月には、副団長を努めまし
た。消防団の資質向上と結束力の強化に多大なる
貢献をされてきたことや部下団員との親和に意を
尽くし、各分団からの厚い信頼を得た功績が高く

評価されました。な
お、平成 29 年 12 月
15 日に役場庁舎で上
川総合振興局の江本
副局長より伝達され
ました。

平成29年秋の叙勲（消防関係）

藤本 敏さんが瑞宝単光章を受章
■地方独立行政法人 北海道立総合研
究機構 農業研究本部 上川農業試験場　
　南１線５号　☎ 85-2200
□事務補助員（障がい者）
内容 / 消耗品等の発注及び管理業務、
資料作成補助、電話及び来客対応
勤務 /8:45 ～ 17:30　※土日祝日休　
資格 /障がい者専用求人
日給 /6,740 円程度
□臨時農業技能員①
内容 /農作業全般
勤務 /8:45 ～ 17:30　※土日祝日休　
資格 /普通自動車免許（AT 限定不可）、
大型特殊免許
日給 /8,810 円程度
□臨時農業技能員②
内容 /農作業全般
勤務 /8:45 ～ 17:30　※土日祝日休　
日給 /6,740 円程度

■高齢者事業団　
　中町１丁目 1-5　☎ 85-2050
□会員
内容 / 清掃業務、農作業全般作業員、
運転業務
場所 /町内
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 /おおむね 60 歳以上
勤務先 /高齢者事業団からの指定場所
時給 /業務よって異なります。
■ホクレン比布セルフ給油所
　比布町基線５号　☎ 85-3113
□ガソリンスタンドスタッフ
内容 /接客・給油監視・タイヤ交換な
どの軽整備
勤務 /夏は 7：00～ 20：00、冬は8：00
～ 20：00（シフト制）
資格 /普通免許
時給 /810 円～（経験など考慮）

■ (有 )遠藤農産　
　北１線８号　☎ 85-2193
□パート
内容 /きのこのパック詰め、箱詰め他
勤務 /① 8:00 ～ 12:00
　　　② 8:00 ～ 15:00　
資格 /18 歳以上
時給 /810 円～

求人募集 町内事業所の求人募集情報をお知らせします。求人募集情報は町図書館玄関、農村環境改善

センターロビー、比布駅、くるみ保育園、旭川信金比布支店で掲示しています。

12.26 12.25
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広報ぴっぷ ２月号 № 713
 ２０１８(平成 30 ) 年２月７日 祝★成★人

　成人おめでとうございます。比布中
学校卒業から５年。たくましく立派に
成長したみなさんの晴れ姿がとても素
敵でした。これからも、育ててくれた
ご両親、お世話になった地域の方々、
支えてくれた友人たちへの感謝の気持
ちを忘れず、夢や目標に向かって一歩
ずつ進んでください。二十歳という人
生の節目を祝し、新成人のみなさんの
大いなる飛躍を期待しています。

～ ＰＩＰＰＵ ＭＥＭＯＲＩＥＳ ～

二
十
歳
の
誓
い
―
。

は 

た 

ち

１月７日（日）、「平成30年比布町成人式」が農村環境改善センターで挙行され、新成人28人が出席しました。
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